
40

経営と健康

安
全
・
安
心
ま
ち
づ
く
り

　『
江
戸
の
大
地
震
対
策
』
そ
の
二

講
談
師
　
一
龍
斎
貞
花

　

広
島
は
じ
め
、
北
か
ら
南
ま
で
大
き
な

災
害
が
続
い
て
い
る
。
広
島
は
避
難
命
令

が
遅
か
っ
た
と
い
う
意
見
の
一
方
、
夜
中

豪
雨
の
中
避
難
は
無
理
の
声
も
。
空
振
り

で
も
い
い
か
ら
避
難
命
令
を
と
も
い
う
が
、

大
地
震
の
前
日
3
月
10
日
避
難
し
た
が
何

事
も
な
く
、
翌
11
日
高
台
へ
逃
げ
ろ
と
い

わ
れ
て
も
、
前
日
大
丈
夫
だ
っ
た
か
ら
と

そ
の
ま
ま
避
難
所
に
い
て
被
害
に
あ
っ
た

人
も
。

　

空
振
り
が
2
度
・
3
度
続
け
ば
、
イ
ザ

の
時
役
に
立
た
な
い
恐
れ
も
あ
る
。

　

礼
文
島
で
は
、
役
場
の
職
員
不
足
で
避

難
命
令
が
出
せ
な
か
っ
た
と
い
う
。

　

大
都
市
ほ
ど
、
役
所
の
あ
る
所
に
居
住

者
は
少
い
。
皆
さ
ん
の
会
社
も
、
職
住
一

緒
で
な
い
方
が
多
い
と
思
い
ま
す
。
緊
急

通
報
30
秒
後
に
大
地
震
、
30
秒
な
ん
て
ア

ッ
と
い
う
間
。
箪た
ん
す笥
倒
壊
防
止
を
し
て
い

ま
す
か
。
実
は
私
の
家
は
な
に
も
し
て
い

ま
せ
ん
。
火
災
報
知
器
と
ホ
ー
ム
保
安
灯

の
み
。
一
般
家
庭
で
は
箪
笥
の
上
に
物
を

乗
せ
て
い
る
家
が
ほ
と
ん
ど
。
倒
れ
な
く

て
も
、
物
が
落
ち
下
で
寝
て
い
れ
ば
大
怪

我
の
も
と
。
乾
パ
ン
を
保
存
期
限
前
に
3

回
入
れ
替
え
た
方
あ
り
ま
す
か
。
3
回
ど

こ
ろ
か
1
回
だ
け
が
多
く
の
現
状
。

国
と
東
京
都
の
地
震
被
害
想
定

　

首
都
直
下
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７
・
３

の
大
地
震
が
起
き
る
と
、
23
区
の
7
割

は
震
度
6
強
の
揺
れ
。
昼
間
人
口
約
１
，

５
０
０
万
人
（
居
住
者
約
１
，３
０
０
万

人
）
約
６
０
０
万
棟
の
う
ち
、
耐
震
必
要

建
物
１
０
０
万
棟
、
約
30
万
棟
全
壊
、
こ

の
う
ち
約
19
万
棟
は
火
災
に
よ
る
全
焼
、

犠
牲
者
約
９
，７
０
０
人
、
負
傷
者
14
万

人
強
、
帰
宅
困
難
者
５
０
０
万
人
強
。
約

5
割
の
家
庭
・
事
務
所
で
断
水
、
停
電
。

火
力
発
電
所
の
停
止
に
よ
り
電
力
供
給
量

半
減
し
、
不
安
定
状
態
が
1
ヵ
月
以
上
、

下
水
道
1
割
使
用
不
可
。
震
災
当
日
、
携

帯
・
固
定
電
話
は
ほ
と
ん
ど
使
用
不
能
。

電
子
メ
ー
ル
は
遅
配
。
主
要
道
路
1
～
2

日
不
通
、
一
般
道
も
数
日
間
麻
痺
。
地
下

鉄
は
1
週
間
、
JR
在
来
線
・
私
鉄
は
1
ヵ

月
ほ
ど
運
航
停
止
。
直
接
・
間
接
経
済
損

失
は
95
兆
円
強
と
い
う
。

　

各
都
市
で
も
、
同
じ
よ
う
な
割
合
の
被

害
が
想
定
さ
れ
ま
し
ょ
う
。

　

被
災
社
員
家
族
の
生
活
環
境
の
復
興
を

ど
う
す
る
か
。
行
政
だ
け
に
頼
る
の
で
な

く
、
日
頃
か
ら
の
災
害
対
策
、
自
助
能
力

が
必
要
で
あ
ろ
う
。

　

広
島
の
土
砂
災
害
は
予
測
さ
れ
た
危
険

地
帯
で
あ
っ
た
の
に
開
発
し
た
か
ら
と
い

う
が
、
行
政
が
認
可
し
て
い
る
。

　

仕
事
の
事
故
・
ミ
ス
も
、
過
去
と
同
じ

ミ
ス
を
冒
す
こ
と
が
応
々
に
あ
ろ
う
。

　

歴
史
を
活
か
す
対
策
を
す
る
か
、
し
な

い
か
に
か
か
っ
て
く
る
。
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宝
永
の
大
地
震
・
大
噴
火

　

元
禄
大
地
震
か
ら
4
年
後
、
１
７
０
７

年
の
宝
永
大
地
震（
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
８
・

６
）
大
坂
市
中
は
津
波
な
ど
で
、
人
口
約

35
万
人
の
う
ち
死
者
2
万
1
千
人
、
死
亡

率
6
％
と
全
国
最
多
。
３
，５
３
７
戸
倒

壊
。
そ
し
て
富
士
山
が
大
噴
火
。
宝
永

5
年
正
月
か
ら
、
幕
府
の
復
興
が
始
ま

り
、
被
害
の
激
し
い
駿
河
、
相
模
の
国
を

直
轄
領
と
し
、
灰
砂
除
去
資
金
と
し
て
諸

国
に
「
百
石
に
つ
き
二
両
」
の
義
援
金
を

課
し
、
そ
の
額
は
四
十
万
両
。
し
か
し
被

災
地
救
済
に
は
わ
ず
か
十
六
万
両
。
残
り

二
十
四
万
両
は
、
江
戸
城
大
地
震
被
害
修

理
に
流
用
。
財
政
ひ
っ
迫
し
て
い
た
幕
府

は
、
噴
火
被
害
救
済
名
目
で
金
を
集
め
た

こ
と
に
な
り
、
元
禄
大
地
震
の
際
の
庶
民

の
た
め
の
復
興
対
策
と
全
く
違
う
対
応
。

　

富
士
山
麓
の
田
沢
村
で
は
、
降
灰
で
田

畑
を
失
い
宝
永
5
・
6
年
の
餓
死
者
50
人
。

生
き
残
っ
た
４
５
０
人
も
や
せ
衰
え
、
歩

く
の
が
や
っ
と
の
状
態
、
巡
視
し
た
関
東

郡
代
伊
奈
半
左
衛
門
は
、
幕
府
の
対
応
が

よ
く
な
い
と
こ
ろ
か
ら
、
窮
状
を
見
か
ね
、

幕
府
に
無
断
で
代
官
所
の
貯
蔵
米
を
配
布
。

村
民
大
喜
び
の
中
、
伊
奈
は
お
咎
め
を
受

け
自
害
。噴
火
か
ら
5
年
後
、時
に
四
十
歳
。

　

灰
を
取
り
除
き
、
村
が
立
ち
直
る
の
は

そ
れ
か
ら
30
年
後
。
公
的
支
援
が
い
か
に

大
切
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
。

　

企
業
が
、
被
害
社
員
家
庭
に
ど
れ
だ
け

手
を
差
し
延
べ
ら
れ
ま
す
か
。

三
陸
地
震
と
普
代
村
村
長

　

１
８
９
６
年
明
治
三
陸
地
震
に
よ
る
津

波
で
、
岩
手
県
普
代
村
は
（
楽
天
銀
次
選

手
の
出
身
地
）、
死
者
・
行
方
不
明
者
１
，

０
１
０
人
、
津
波
の
高
さ
15
・
１
メ
ー
ト

ル
だ
っ
た
。
１
９
４
７
～
87
年
ま
で
40
年

間
村
長
を
つ
と
め
た
和
村
氏
は
、「
15
・

５
メ
ー
ト
ル
の
防
潮
堤
が
必
要
」、
こ
れ

に
対
し
「
津
波
が
本
当
に
く
る
の
か
」「
そ

ん
な
高
い
堤
防
不
要
」
と
非
難
ご
う
ご
う
。

東
日
本
震
災
で
被
害
を
被
っ
た
土
地
で
さ

え
、
高
い
堤
防
構
想
に
「
景
観
が
損
な
わ

れ
る
」
と
反
対
す
る
人
も
あ
る
ほ
ど
。
し

か
し
村
長
は
ひ
る
ま
ず
独
断
で
建
設
を

推
し
進
め
、
二
つ
の
防
潮
堤
の
総
工
費

５
，８
３
７
万
円
、
堤
防
の
内
側
に
一
般

住
宅
が
軒
を
並
べ
、
水
門
は
35
億
6
千
万

円
で
82
年
完
成
。
最
終
的
に
県
を
動
か

し
、
村
が
総
工
費
の
約
1
割
を
負
担
す
る

公
共
事
業
。
3
月
11
日
の
津
波
で
、
村
の

１
，１
２
０
軒
浸
水
ゼ
ロ
、
死
者
も
ゼ
ロ
。

大
批
難
だ
っ
た
和
村
村
長
は
一
転
恩
人
と

大
評
価
。
水
門
は
地
震
の
影
響
で
停
電
し
、

ゲ
ー
ト
は
手
動
に
切
り
替
り
、
津
波
到
達

ま
で
に
完
全
に
閉
ま
ら
ず
、
水
門
を
越
え

た
が
、
１
９
３
３
年
の
昭
和
三

陸
地
震
以
後
に
植
樹
し
た
防
潮

林
の
松
が
、
が
れ
き
を
含
ん
だ

津
波
を
止
め
、
巨
大
防
潮
堤
だ

け
で
防
い
だ
の
で
は
な
か
っ
た
。

3
月
11
日
の
津
波
も
バ
イ
パ
ス

の
お
か
げ
で
逃
げ
る
こ
と
が
出

来
た
人
が
多
い
。
コ
ン
ク
リ
ー

ト
不
要
を
い
っ
た
前
政
権
が
続

い
て
い
た
ら
、
防
災
対
策
は
大

変
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
の
で

は
。

　

山
崩
れ
、
崖
崩
れ
の
土
石

流
は
、
3
倍
流
れ
る
と
い
う
。

２
０
０
メ
ー
ト
ル
崩
れ
る
と
、

土
砂
は
６
０
０
メ
ー
ト
ル
流
れ

る
わ
け
で
、
そ
の
範
囲
内
の
家

屋
は
被
害
の
恐
れ
大
と
い
う
わ
け
。
土
地

代
が
安
い
か
ら
と
安
易
な
工
場
建
設
、
自

宅
建
設
な
ど
、
十
分
に
考
慮
が
必
要
で
す
。

社
員
を
守
り
、
会
社
を
守
る
た
め
の
対
策

を
。

　

わ
た
し
も
真
剣
に
考
え
な
く
っ
ち
ゃ
。

◀
岩
手
県
普
代
村


